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Title 
BERT-based Transfer Learning in Sentence-level Anatomic Classification of Free-Text Radiology Reports 
（BERTを用いた転移学習によるフリーテキストの放射線診断報告書の文単位での解剖学的分類） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

 フリーテキストの放射線診断報告書の文レベルの解剖学的分類における、臨床コーパスで事前学習した

bidirectional encoder representations from transformers (BERT)モデルを用いた転移学習の性能を評価する。

また、学習データの少ない解剖学的クラスにおける性能も検証する。 

 

〔方法 (Methods)〕 

 2005年12月から2020年12月までにMedical Imaging Clinic (大阪府豊中市)で全身PET/CT検査を受けた患者の放

射線科診断報告書から抽出された6,272文を対象とした。これら各文は、体の部位(脳、頭頸部、胸部、腹部、四

肢、脊椎、その他)に応じて、2人の放射線科医の合議によりラベル付けされた。ラベルの分布は不均衡であった。

学習データが少ないクラスでは、脳クラスで10文(0.9%, 10/1102)、四肢クラスで18文(1.6%, 18/1102)、脊椎クラ

スで15文(1.4%, 15/1102)しかなかった。BERTを用いた転移学習アプローチは、2つのベースラインの機械学習モデ

ルであるbidirectional long short-term memory (BiLSTM)およびcount-basedアプローチと比較された。各手法に

ついて、適合率再現率曲線下面積(AUPRC)、受信者動作特性曲線下面積(AUC)を計算し、比較した。AUCの統計学的

比較は、DeLong検定を用いて行い、p<0.05を統計的有意とした。 

 

〔成績(Results)〕 

 BERTはmacro-averaged AUPRC=0.88の分類性能を達成し、ベースラインを上回った。BERTのAUCは、すべてのクラ

スでBiLSTMのAUCを上回り、脳・胸部・腹部・その他クラスではcount-based法のAUCを上回った。BERTのAUPRCは、

ラベル付きの学習データが少ないクラスでも、ベースラインより優れた性能であった（脳: BERT, 0.95, BiLSTM, 

0.11, count-based, 0.41; 四肢: BERT, 0.74, BiLSTM, 0.28, count-based, 0.46; 脊椎: BERT, 0.82, BiLSTM, 

0.53, count-based, 0.69）。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

 フリーテキストの放射線医学報告書の文レベルの解剖学的分類において、BERTモデルを用いた転移学習は、ラベ

ル付き学習データが少ない解剖学的クラスであっても、BiLSTMおよびcount-basedアプローチを上回る性能を示し

た。 

 

 

 




